
環境研究機関連絡会の開催

清野 豁企画調整部長

環境研究機関連絡会は、つくば地区を主体に環

境研究に携わる国立及び独立行政法人の研究機関

が情報を相互に交換し、環境研究の連携を密にす

ることを目的に、平成 年 月に発足した。こ13 11

れは、平成元年に設立されたつくば地区における

環境研究に関わる国立研究機関の所長懇談会が母

体となっている。環境研究機関連絡会は、以下の

ような問題について討議することとしている。

１）環境研究の推進状況の紹介と相互理解

２）環境研究の主要成果の紹介

３）環境研究の協力・連携・連絡

４）その他環境研究に関連すること

現在、以下の 機関の理事長、所長等で構成さ10

れている。

（独）防災科学技術研究所

（独）農業環境技術研究所

（独）森林総合研究所

（独）水産総合研究センター

（独）産業技術総合研究所

国土交通省気象研究所

国土交通省国土技術総合政策研究所

（独）港湾空港技術研究所

（独）土木研究所

（独）国立環境研究所

環境研究機関連絡会の事務局は、発足時から

（独）国立環境研究所が努め、 回の会議を重ね3

てきた。連絡会の申し合わせで、事務局は 年で1

交代することとなっており、昨年 月から当所10

が引き受けることとなった。そして第 回目の会4

議が 月 日の午後に開催された。12 17

、 、陽理事長の挨拶の後 以下のような提案を行い

基本的な方向が了承された。

１）今期（平成 年 月から平成 年 月14 10 15 9

まで）に ～ 回の会議を持つ。3 4

２）各研究機関で行う研究会等に本連絡会の共

催、協賛、後援を積極的に行ってほしい。

３）将来に向けて共同声明を出す必要があると

きに向けて連携を深めたい。

４）成果発表会を共同で開催したい。

その後、各研究機関から最近の動向やトピック

スの紹介があった。当所からは、今年 月に開催3

する日中韓国際ワークショップを紹介した。

当所で初めての連絡会開催ということもあり、

各研究部長・センター長から、組織、研究目標、

最近の研究トピックスについて紹介してもらっ

た。他機関の方々に、当所の研究内容がいかに幅

広いかが理解されたものと期待している。

連絡会終了後、土壌モノリス館、昆虫標本館、

環境化学分析センターの見学を行った。上沢・石

井両センター長と、安田室長、清家研究員による

ていねいな説明に、他機関の方々も熱心に聞き入

っていた。

、 「 」なお 連絡会で議論された 共同の成果発表会

については、今年 ～ 月頃の開催に向けて、準7 8

備を進めていきたいと考えている。
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